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 この度，松ケ崎，協和，牛根３小学校合同による文部科学省学校安全総合支援事業

に伴う防災教育研究公開を開催するにあたり，一言ご挨拶申し上げます。 

 本地域は，鹿児島のシンボルであり，世界有数の活火山である桜島が間近に迫って

おり，勇壮な景観を望める一方，降灰等による生活への影響が懸念事項の一つでもあ

ります。 

 活発な火山活動を続けている桜島ですが，有史以来，大規模な噴火を複数回繰り返

しており，中でも，大正の大噴火による溶岩流で大隅半島と陸続きになったことはあ

まりにも有名です。 

 その大噴火によって，ここ松ケ崎校区にも大量の火山灰や噴石などが降り積もり，

重みで木造校舎が押しつぶされたという記録が残っています。また，多数の家屋や農

作物等への被害も甚大だったようで，住民が県内各地に避難，移住した経緯も記され

ています。近くには，牛根麓稲荷神社の埋没鳥居も現存し，当時の噴火被害の凄まじ

さを実感できます。 

 そのような地理的，歴史的な状況を鑑みると，本校・本地域において，火山防災に

対する認識を深め，火山災害から命を守る取組の充実は欠かせません。大正の大噴火

からおよそ１１０年，昭和の大噴火から８０年，いつ襲ってくるか分からない大規模

噴火に備えて，日頃の心構えや実践が必要不可欠です。 

 そんな折，令和６年度からの２年間，文科省より防災教育に関する研究を深める貴

重な機会をいただき，子供たちの防災意識を高め，防災行動の知識・技能の習得を図

れたことは大きな喜びであります。 

 今後も学校における桜島火山防災に対する意識のさらなる向上を目指すとともに，

地域一体となった取組の充実に努めてまいる所存です。また，火山がもたらす自然の

恵みにも感謝しつつ，桜島と共存しながら，たくましく生きてまいりたいと存じます。 

 結びに，これまで，温かいご指導，ご助言等を賜りました京都大学防災研究所付属

火山防災研究センター教授・センター長の中道治久先生をはじめ，鹿児島県教育庁保

健体育課，垂水市教育委員会の先生方，他関係機関各位，また，研究公開にご参加い

ただき，多くのご示唆をくださった皆様に厚く御礼申し上げます。 

 誠にありがとうございました。 
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